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思

Zノ、
員向

日
本
園

ミ

蘭

領

束

印

度

末

康

重

雄

担
問
逸
コ
岡
の
ス
カ
ン
ヂ
ネ
ヴ
イ
ア
攻
略
に
突
で
、
英
、
調
の
聞
に
、
和
蘭
闘
が
内
耳
義
固
と
と
も
に
争
奪
戦
の
一
目
標
と
な
っ
た
D

我

が
政
府
は
、
和
蘭
岡
が
欧
洲
の
大
動
飢
に
捲
き
込
ま
れ
る
揚
合
に
、
戦
摘
が
同
岡
の
費
庫
、
と
い
は
れ
る
蘭
制
点
印
度
(
叫
川
崎
印
)
忙

波
及
し
、
共
の
現
般
の
旋
更
を
市
却
す
ゃ
う
た
事
態
の
愛
生
ナ
呂
己
と
を
‘
憂
慮
し
、
去
る
四
月
十
五
日
有
岡
外
相
は
新
聞
記
者
固
に
劃

す
る
談
話
の
形
式
で
、

日
本
聞
は
南
洋
諸
地
方
就
中
繭
印
左
前
眠
械
的
に
有
無
相
通
の
緊
時
折
な
る
附
係
に
あ
り
、
他
方
円
正
等
協
地
方
と
他
の
東
盟
諸
岡
と

の
聞
の
経
済
開
係
も
亦
相
首
密
接
な
る
も
の
が
あ
る
。
要
す
る
に
日
本
聞
及
び
是
等
諸
国
並
諸
地
方
は
何
れ
も
相
此
川
り
相
抜
け
て

共
に
束
亜
の
繁
楽
に
容
奥
し
つ
i
h

あ
る
究
第
で
あ
る
が
、
表
し
欧
洲
の
職
摘
が
和
蘭
固
に
波
及
し
、
繭
印
が
共
の
影
響
を
交
け
る

己F

と
a
h

な
ら
ば
、
右
有
無
相
泊
共
存
共
栄
の
維
持
培
法
に
支
障
を
来
す
の
み
左
ら
十
、
東
亜
の
平
和
及
び
安
定
の
上
か
ら
も
好
ま

日
本
図
と
臨
領
東
印
度

第
五
十
一
巻

七

第

抗

七



目
本
圏
在
蘭
領
東
町
鹿

第
五
十
一
番

丹、

第

規

丹、

し
か
ら
ぬ
事
態
、
と
友
る
で
あ
ち
ろ
。
崎
明
上
の
見
地
か
ち
帝
閣
政
府
は
欧
洲
戦
争
の
激
化
に
伴
仏
、
蘭
印
の
現
欣
に
何
等
か
の
礎
更

を
来
す
が
如
雪
事
態
の
護
生
に
就
て
深
誕
左
る
闘
心
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
い
ふ
見
解
P
一
表
明
し
売
。
街
営
日
外
相
は
駐
日
和
蘭
図
公
使
K
封
し
て
、
右
の
見
解
を
敷
街
し
て
説
明
し
、
同
公
使
の
諒
解
を
求

め
た
さ
う
マ
あ
る
。
然
る
と
と
ろ
、
五
月
に
入
り
、
調
泡
軍
が
和
蘭
闘
に
進
攻
す
る
に
及
ぴ
、
蘭
印
問
題
は
盆
々
切
賓
と
在
っ
た
か

ち
、
我
が
政
府
は
同
月
十
一

H
上
記
有
田
外
相
の
談
話
の
趣
旨
を
更
に
明
確
に
す
る
必
要
あ
り
と
認
め
、
各
交
戦
闘
政
府
比
之
を
油

告
し
て
、
共
の
注
意
を
喚
超
す
る
措
置
を
と
っ
た
。
倫
米
伊
雨
中
立
岡
政
府
に
針
し
で
も
、
各
交
戦
闘
政
府
に
右
の
如
昔
申
入
れ
を

震
し
た
る
旨
を
通
報
し
た
さ
う
で
あ
る
。

我
が
政
府
が
蘭
印
に
欧
洲
の
戟
摘
が
波
及
し
、
共
の
現
欣
医
師
世
史
を
来
す
己
と

ι軍
大
閥
、
心
を
有
す
る
と
と
に
は
、
政
治
的
経
済

的
瑚
由
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。
先
づ
政
治
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
蘭
印
の
現
欣
に
何
等
崎
県
化
が
な
く
、
平
和
的
な
る
和
蘭
闘
の
植
民

地
・
と
し
て
同
闘
の
支
配
下
に
在
る
限
り
、
東
亜
の
平
和
及
安
定
は
脅
威
さ
れ
る
虞
が
な
い
。
け
れ
ど
も
、

一
朝
英
米
等
の
帝
岡
本
義

的
岡
家
、
又
は
閥
際
法
た
ど
は
全
〈
限
巾
に
な
〈
、
陣
か
る
と
と
る
な
〈
侵
略
主
義
を
行
ひ
っ
i
h

あ
る
杷
明
治
関
等
、
現
に
我
が
闘
と

相
反
目
し
、
叉
は
今
後
反
目
す
る
己
と
あ
る
べ
き
圏
中
棋
の
管
理
下
位
移
り
、
東
亜
の
政
治
的
分
野
に
縫
化
を
来
す
が
如
き
は
、
東
亜

の
新
秩
序
建
設
に
努
力
し
つ

L
あ
る
我
が
闘
に
と
り
で
、
甚
だ
好
ま
し
か
ら
ざ
る
事
象
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
友
ら
左
い
。

更
に
経
済
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
我
が
固
と
経
済
上
有
無
柏
混
じ
、
共
存
共
柴
の
緊
由
刊
在
る
開
係
を
有
す
る
蘭
印
の
現
般
を
挺
吏

す
る
が
如
き
事
態
の
費
生
は
、
我
が
政
府
の
極
力
排
撃
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
と
と
ろ
で
あ
る
。
今
春
三
月
二
十
三
日
の
衆
議
院
珠
算
総
合



に
於
て
、
米
圃
の
日
米
通
商
保
約
鹿
棄
に
よ
る
札
制
日
経
済
歴
迫
に
闘
し
、

一
議
員
の
質
問
に
封
ナ
る
米
内
首
相
の
答
鰐
ば
、
我
が
政

府
が
如
何
に
我
が
固
と
蘭
印
と
の
経
済
闘
係
を
重
大
腕
し
て
ゐ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。
答
国
聞
の
一
節
に
臼
〈
、

一
般
禁
輸
と
い
ふ
と
と
は
禁
輸
す
る
図
も
禁
輪
さ
れ
る
図
も
己
れ
は
非
常
に
豆
大
友
問
題
で
あ
る
。
殊
に
一
歩
を
誤
る
と
常
然

来
る
ペ
昔
も
の
は
雨
図
聞
の
危
機
だ
と
思
ム
の
で
あ
る
。
私
は
亜
米
利
加
が
さ
う
い
ふ
危
機
を
冒
し
て
日
本
氏
劃
し
て
杢
般
的
の

禁
輸
を
や
る
と
い
ム
と
と
は
考
へ
て
居
ら
ぬ
。
然
し
な
が
ら

λ

さ
う
い
ふ
場
合
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
恩
ふ
。
そ
の
貼
に

就
て
は
定
分
政
府
と
し
て
も
考
慮
を
致
し
て
ゐ
る
。

そ
の
突
は

一
種
目
本
の
物
資
不
足
等
と
い
ふ
問
題
に
針

L
て
も
飴
り

に
も
亜
米
利
加
忙
依
存
し
て
ゐ
る
の
で
は
た
い
か
と
い
ふ
長
話
で
あ
る
が
、
日
本
に
な
い
物
資
に
つ
い
て
は
、
亜
米
利
加
か
ら
相

営
の
物
を
民
つ
で
来
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、
我
図
に
於
て
は
、
特
定
の
一
園
か
ら
の
み
聡
入
を
求
め
る
と
い
ふ
や
う
な
特
定
園

忙
依
存
し
で
政
策
を
樹
立
す
る
己
と
は
甚
だ
危
険
で
あ
る
。
之
が
矯
に
従
来
も
己
の
棉
躍
を
考
慮
し
て
、
政
府
も
そ
の
時
に
慮
じ
て

善
庭
し
て
参
っ
た
次
第
で
あ
る
が
、
時
附
来
と
難
も
種
々
此
駈
に
留
意
し
て
、
特
定
闘
に
依
存
し
て
行
詰
っ
て
二
進
も
三
進
も
出
来

ね
と
い
ふ
や
う
友
己
と
の
た
い
や
う
、
充
分
注
意
致
し
た
い
と
考
へ
て
ゐ
る
。

抑
も
、
米
岡
に
於
て
は
、
満
洲
事
費
以
来
、
我
が
閣
の
支
那
に
於
け
る
行
動
を
以
て
不
戦
保
約
M
A
九
園
僚
約
蓮
反
で
あ
る
と
し
て

非
難
攻
撃
し
、
我
が
困
を
威
座
す
る
手
段
と
し
て
謂
ゆ
る
経
済
封
鎖
を
断
行
す
べ
し
と
主
張
す
る
者
が
あ
っ
た
が
、
米
関
政
府
と

ι

て
は
、
白
米
油
商
僚
約
の
下
忙
於
て
の
射
日
輸
出
禁
止
が
、
同
僚
約
違
反
と
た
る
の
を
坤
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
と
己
る
、
今
春

一
月
同
僚
約
の
廃
棄
に
土
り
て
、
日
米
聞
に
無
保
約
欣
態
が
残
生
し
、
従
て
此
の
懸
念
は
消
滅
し
た
け
れ
ど
も
、
米
闘
が
今
ま
で
飛

行
機
エ
ン
ジ
ン
及
共
の
部
分
品
等
直
接
軍
事
上
に
使
用
せ
ら
る
べ
き
物
資
の
謂
ゆ
る
「
道
義
的
輪
出
禁
止
」
以
上
に
出
一
泣
か
っ
た
の

日
本
岡
ξ
禰
領
東
印
度

第
五
十
一
巷

立

大』

第

貌

= 
九



日
本
国
主
繭
偏
東
印
度

第
五
十
一
審

四
O 

繁

雄

四
O 

は
二
は
我
が
閣
の
針
支
戦
争
遂
行
を
阻
止
し
得
る
程
度
の
犬
な
る
輪
州
禁
止
に
は
貴
行
難
が
件
ム
上
に
、
我
が
閣
の
報
復
を
招
昔
、

廷
で
は
日
米
戦
争
を
惹
き
起
す
危
険
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
た
〈
、
過
去
忙
於
て
、
我
が
闘
の
職
入
軍
需
品
の
少

在
か
ら
血
部
分
を
供
給
し
来
っ
た
米
闘
の
封
日
輪
山
禁
止
は
、
必
十
や
我
が
闘
を
し
で
是
等
物
資
の
供
給
を
米
関
以
外
に
求
め
し
む

る
と
と
i

、
た
る
で
あ
ら
号
。
果
し
て
然
ち
ば
、
針
日
間
世
迫
の
目
的
達
成
に
役
立
た
自
己
と
は
巾
寸
迄
も
友

f
、
米
国
は
是
等
物
資
に

闘

L
我
が
闘
に
於
て
市
場
を
喪
失
す
る
の
を
長
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
と
己
ろ
、
支
部
事
礎
は
勃
褒
以
来
肢
に
三
年
比
及
ん
だ
け

れ
E
も
、
少
し
も
前
迭
の
見
通
し
が
つ
か
む
上
に
、
米
内
首
相
の
上
掲
答
鰐
に
上
れ
ば
、
我
が
闘
は
相
麗
ら
や
軍
需
品
に
闘
し
で
米

園
忙
少
な
か
ち
ゃ
依
存
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
此
際
若
し
蘭
印
(
支
部
事
撞
直
前
、
同
地
方
よ
P
我
が
困
へ
の
ず
ソ
リ
シ
華
鏡
油
田
供
給
は

米
関
に
4R
ぎ
帯
二
位
を
占
品
て
ゐ
た
)
か
ら
の
供
給
が
社
絶
す
る
か
、
又
は
犬
注
文
吋
制
限
を
受
け
る
と
と
L
た
ら
ぽ
、
米
園
の
封
日
輸
出

禁
止
は
、
同
岡
が
我
が
閣
に
針
し
て
有
す
る
最
も
有
力
た
る
歴
也
の
手
段
と
足
る
で
あ
ら
う
。
之
と
と
も
に
、
英
伸
諸
園
忙
於
け
る

米
岡
産
餓
油
を
始
め
一
般
軍
需
品
の
需
用
が
増
加
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
米
岡
田
身
の
大
軍
備
摘
張
計
書
遂
行
の
鵠
に
も
、
軍
需
資

材
の
確
保
が
必
要
と
な
り
、
我
が
闘
の
市
場
に
依
存
す
る
必
要
が
少
〈
在
っ
た
か
ら
、
米
閣
の
針
日
輪
山
川
禁
止
の
懸
念
注
し
と
は
云

び
難
く
在
っ
た
。
米
内
首
相
が
衆
議
院
忙
於
て
、
我
が
閣
は
米
聞
に
針
寸
る
粧
品
門
的
依
存
性
を
脱
却
し
て
、
高
一
の
場
合
忙
備
へ
る

必
要
が
あ
る
と
い
ふ
己
と
を
力
説
し
た
の
は
、
犬
に
所
以
あ
り
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

田
市
し
て
然
ら
ば
、
現
代
の
戦
争
に
必
要
快
く
べ
か
ら
ざ
る
鯨
油
の
供
給
の
如
雪
は
、
之
を
専

ι米
聞
に
求
め
宇
し
で
繭
印
に
も
仰

ぎ
、
成
る
ペ
ぐ
米
闘
に
依
存
せ
ざ
る
政
策
を
樹
立
す
べ
き
で
あ
り
、
護
諜
(
支
那
事
費
直
前
、
闘
印
は
真
由
劃
日
供
給
に
関
上
英
領
海
峡
植
民

地
に
究
で
第
二
世
を
占
品
て
ゐ
た
)
や
錫
の
供
給
を
権
保
す
る
矯
陀
も
、
蘭
印
が
、
英
聞
と
い
は
や
、
米
固
と
い
は
や
、
調
逸
固
と
い
は



宇
、
今
後
我
が
固
と
利
害
の
衝
突
あ
る
べ
き
大
闘
の
支
配
下
に
移
る
こ
と
を
防
止
ナ
る
の
が
急
務
で
あ
ら
う
。
右
の
攻
第
で
あ
る
か

ら
、
我
が
政
府
は
、
閣
印
の
現
欣
に
何
等
か
の
縫
更
を
来
す
が
如
き
事
態
の
後
生
に
つ
い
て
深
甚
在
る
閥
、
心
を
有
せ
ざ
る
を
得
な
い

r.r 
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印
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E
と
を
明
に
し
た
の
で
あ
る
。

を
も
容
認
し
得
泣
い
と
い
ム
主
旨
で
あ
る
さ
う
で
あ
る
。

蘭
印
の
現
欣
維
持
に
闘
す
る
我
が
政
府
の
申
入
れ
に
劃
し
、
和
蘭
政
府
は
勿
論
の
己
正
、
英
例
制
叫
三
交
戦
闘
政
府
も
そ
れ

λ
¥金

〈
同
感
の
意
を
表
し
た
。
然
ら
ぽ
、
比
律
(
負
に
隣
接
す
る
の
み
た
ら
中
、
我
が
固
と
同
巳
ぐ
鏑
油
、
設
謀
、
錫
等
の
供
給
を
仰
ぐ
の

故
を
以
て
、
蘭
印
に
政
治
上
粧
品
肝
上
密
接
た
る
開
係
を
有
す
る
米
岡
の
態
度
は

E
う
?
あ
ら
う
か
。

ハ
ル
米
国
々
務
長
官
は
有
岡
外
相
の
聾
明
が
後
表
せ
ら
る
L
h
T
、
四
月
十
七
日
重
要
た
る
聾
明
を
後
去
し
、
平
和
的
手
段
以
外
の

方
法
を
以
て
蘭
印
の
内
政
に
干
渉
し
又
は
共
の
現
献
を
務
吏
ず
ぺ
〈
企
て
る
と
ん
一
は
、
同
地
方
の
平
和
と
安
全
と
に
反
す
る
の
み
た

ち
十
、
延
て
太
平
洋
全
般
の
平
和
主
阻
害
す
る
か
ら
、
列
闘
は
同
地
方
の
現
欣
維
持
忙
努
め
ね
ば
た
ち
た
い
と
主
張
し
た
。

ハ
ル
聾
明
が
明
治
四
十
一

右
の
ハ
ル
撃
明
も
有
田
聾
明
も
蘭
印
の
現
欣
維
持
を
主
張
す
る
鮪
に
於
て
は
共
通
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

年
(
千
九
百
凡
年
)
十
一
月
三
十
日
の
日
米
交
換
公
文
諮
ゆ
る
高
卒
ル
ー
ト
協
約
及
大
正
十
年
(
千
九
百
二
十
一
年
)
十
二
月
十
三
日
の
日
米

• 

英
働
四
国
聞
の
太
平
洋
方
面
に
於
け
る
島
喚
た
る
属
地
及
島
唄
た
る
領
地
忙
閥
ず
る
謂
ゆ
る
四
図
像
約
に
仲
ふ
是
等
四
図
の
封
和
繭

図
公
文
を
蒸
礎
と
し
て
蘭
印
の
現
欣
維
持
を
主
張
す
る
に
反
し
、
我
が
政
府
は
既
存
の
僚
約
隼
重
の
立
揚
よ
り
せ
宇
、
我
が
固
と
蘭

日
本
圏
、
と
蘭
領
東
印

第
五
十
一
巻

四

傍

観

巨H



日
本
園
と
閥
領
東
印
度

第
五
十
一
巻

四

第

搬

四

印
と
の
問
に
於
け
る
有
無
相
油
、
共
存
共
栄
の
関
係
増
進
、
東
斑
の
平
和
及
安
定
の
紘
持
の
潟
、
戦
禍
の
蘭
印
に
波
及
す
る
己
と
を

防
止
す
る
と
い
ふ
立
揚
よ
り
、
蘭
印
の
現
欣
維
持
に
就

τ閥
係
岡
政
府
の
注
意
を
喚
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。

惟
ふ
に
、
高
卒
ル

l
ト
協
約
は
太
平
洋
方
国
及
支
那
に
闘
し
日
米
両
園
が
共
通
の
目
的
、
政
策
及
旨
意
を
有
す
る
と
と
を
宣
明
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
共
の
っ
さ
に
於
て
、
日
米
雨
国
政
府
は
何
等
侵
略
的
傾
向
に
制
せ
ら
る
L
と
と
左
〈
太
平
洋
方
面
に
於
け
る
現

欣
維
持
を
目
的
と
す
る
己
と
、
共
の
(
=
一
)
に
於
て
、
雨
園
政
府
は
相
互
に
太
平
洋
方
面
に
於
て
他
の
一
方
の
有
す
る
所
領
を
掌
重
ず

る
の
強
固
な
る
決
意
を
有
ず
る
と
と
を
明
に
し
、
共
の
(
五
)
に
於
て
、
間
越
の
現
欣
粧
持
を
侵
泊
す
る
事
件
誕
生
す
る
と
き
は
雨
闘

政
府
は
共
の
有
益
と
認
む
る
措
置
に
閥
し
協
商
を
遂
げ
ん
が
鴻
互
に
意
見
を
交
換
す
べ
き
と
と
を
約
し
て
ゐ
る
。
要
ず
る
忙
、
日
米

雨
園
は
、
相
互
に
他
の
一
方
の
所
領
例
へ
ば
米
国
は
我
が
園
の
領
土
た
る
裏
縛
等
、
我
が
園
は
米
関
の
領
土
た
る
布
陸
、
比
律
賓
等

を
曾
嘉
す
る
決
意
を
有
す
る
と
と
を
宣
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
公
米
交
換
官
時
日
米
隔
同
政
府
が
特
に
繭
印
の
現
欣
紘
持
者
考
慮
し

た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
「
太
平
洋
方
面
に
於
け
る
現
献
維
持
を
目
的
と
す
る
」
以
上
、
兎
に
角
同
問
題
に
も
樹
れ
て
ゐ
る
と

云
H
U
得
る
の
で
あ
る
。

突
に
、
日
米
英
偽
四
闘
は
、
四
圏
保
約
第
一
僚
に
上
り
.
太
平
洋
方
面
に
於
け
る
共
の
島
唄
た
る
属
地
及
島
崎
明
た
る
領
地
に
闘
す
る

各
自
の
構
利
を
隼
霊
す
ぺ
昔
こ
と
を
約
し
た
。
然
る
と
こ
ろ
、
和
蘭
閣
及
葡
萄
牙
闘
は
華
府
曾
議
忙
参
加
し
た
け
れ

E
も
、
四
闘
保

約
の
調
印
固
と
は
た
ら
左
か
っ
た
。
従
て
、
前
者
の
蘭
印
は
後
者
の
漢
門
と
と
も
に
同
様
約
第
一
僚
の
適
用
範
国
外
に
あ
る
か
ら
、

四
固
政
府
は

「
同
僚
約
の
精
一
岬
に
反
す
る
臆
断
の
生
中
る
飴
地
左
か
ら
し
め
ん
己
と
を
望
み
」
、

犬
正
十
一
年
(
千
九
百
二
十
二
年
)

春
和
蘭
岡
政
府
民
劃
し
て
そ
れ
β
¥
公
文
を
裂
し
(
葡
萄
牙
岡
政
府
に
針
し
で
も
同
様
)
、
太
平
洋
方
面
に
於
け
る
和
蘭
園
(
葡
萄
牙



園
)
の
島
嶋
た
る
局
地
に
闘
す
る
楼
利
を
隼
重
ず
る
の
輩
同
左
る
決
意
を
有
ナ
る
己
目
を
明
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ハ
ル
米
園
々
務
長
官
は
上
掲
四
月
十
七
日
の
聾
明
に
於
て
、
成
く
列
園
に
封
し
て
繭
印
の
現
欣
維
持
の
傘
重
苦
高
調
し
た
け
れ
ど

も
、
上
惑
の
如
〈
、
同
聾
明
が
高
平
ル

1
ト
協
約
並
四
岡
保
約
に
伴
ム
針
和
蘭
図
公
文
を
基
礎
と
す
る
以
上
、
貨
は
、
日
英
伸
三
園

陀
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
は
ぎ
る
を
得
一
泣
い
。
そ
し
て
、
営
時
行
は
れ
た
凋
逸
園
の
和
蘭
園
侵
略
設
に
関
聯
し
て
、
日
本
国

は
直
ち
に
蘭
印
を
街
〈
に
違
い
た
い
と
い
ふ
恐
目
的
臆
測
が
米
闘
に
行
は
れ
て
ゐ
た
と
と
を
畑
山
起
す
れ
ば
、
ハ
ル
聾
明
は
主
と
し
て

我
が
闘
を
率
制
す
る
と
と
を
目
的
と
す
る
と
断
一
一
目
し
て
も
、
必
や
し
も
不
営
で
あ
る
ま
い
。
之
に
反
し
て
、
有
岡
麓
明
は
上
記
の
協

約
及
公
文
を
本
礎
と
せ
ぎ
る
己
と
に
よ
り
て
、
人
を
し
て
英
併
問
闘
よ
り
も
、
山
平
ろ
猫
逸
園
の
蘭
印
侵
略
、
従
て
生
宇
る
と
と
あ
る

ぺ
昔
米
闘
の
蘭
印
占
領
の
防
止
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
忠
は
し
め
る
(
我
が
政
府
目
玉
月
十
一
日
の
遁
骨
も
同
様
)
。

府
の
意
思
は
己

L
に
あ
ら
中
と
し
て
も
、
斯
く
解
し
て
も
全
然
見
世
速
い
と
は
い
へ
た
い
で
あ
ら
う
。

我
が
政

も
っ
と
も
、
米
園
政
府
は
、
調
逸
闘
が
和
蘭
岡
に
侵
入
し
て
も
、
優
勢
在
る
英
偽
阿
闘
の
海
軍
の
存
夜
す
る
限
り
、
潤
泡
闘
は
到

底
蘭
印
に
占
領
の
手
を
延
ば
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
、
繭
叩
政
府
に
は
繭
叩
の
安
全
を
確
保
す
る
賓
力
が
あ
る
と
翻
て
ゐ
る

ゃ
う
で
あ
り
、
在
英
和
蘭
園
亡
命
政
府
も
、
蘭
印
に
闘
し
て
、
何
れ
の
閲
家
の
保
護
も
要
望
し
た
い
と
豪
語
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
、

今
尖
の
戦
争
中
は
、
米
園
政
肘
の
見
込
一
迎
り
、
繭
印
は
安
全
で
あ
る
と
し
て
も
、
附
附
来
獄
品
堪
圃
が
蘭
印
を
侵
略
す
る
と
と
が
絶
無
で

あ
る
と
は
断
言
し
難
い
で
あ
ら
う
。

四

狽
逸
闘
の
ブ
ラ
ン
ド
ル
作
戦
は
英
怖
軍
の
潰
滅
を
以
て
終
了
に
近
づ
昔
つ
i
h

あ
る
の
で
あ
る
が
、
歴
倒
的
に
優
勢
た
る
繍
逸
寧
の

日
本
固
と
蘭
領
東
印
度

樟
伊
豆
十
一
巻

四

傍

観

四



日
本
闘
と
閥
領
東
印
度

第
五
十
一
巻

"" 四
第

蹴

四
回

鋒
先
は
今
後
巴
里
攻
撃
に
向
ム
で
あ
ら
う
か
。
牌
た
又
た
戎
岡
侵
入
に
向
ふ
で
あ
ら
う
か
。
例
繭
西
岡
は
千
八
百
七
十
年
七
十
一

年
戦
争
の
惨
敗
を
繰
返
す
で
あ
ら
う
か
。
千
年
近
く
も
外
敵
侵
入
を
知
ら
左
か
っ
た
英
図
に
叫
訓
ず
る
繍
逸
草
の
進
撃
は
計
義
也
A
V

に

進
展
す
る
で
あ
ち
う
か
。
我
々
は
多
大
の
闘
U
を
以
て
今
次
の
戦
争
の
成
行
き
そ
観
察
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

願
み
れ
ば
、
今
よ
り
一
世
紀
半
前
、
欧
州
山
大
陸
を
仰
闘
西
軍
の
出
向
蹄
に
牒
酬
明
し
た
大
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
プ
1
ロ
1
=
ユ
に
大
軍
を

集
中
し
て
、
英
岡
侵
入
を
企
て
た
け
れ
ど
も
、
英
閥
海
事
が
海
上
を
支
配
し
た
偏
に
、
機
舎
は
遂
に
到
来
せ
十
、
英
岡
征
服
の
雄
岡

空
し
〈
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

今
・
突
の
職
争
に
於
て
も
、
英
闘
の
海
軍
力
は
澗
逸
岡
の
そ
れ
上
り
遥
か
に
優
勢
で
あ
っ
て
、
プ
リ

夕
日
一
ア
は
相
幾
ら
中
波
を
支
配
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
狽
渇
闘
は
新
鋭
の
武
器
飛
行
機
に
上
り
て
窓
聞
を
支
配
し
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

を
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
と
り
て
不
可
能
で
あ
っ
た
英
同
侵
入
を
仕
遂
げ
し
む
る
や
も
計
り
難
い
枇
勢
で
あ
る
。
若
し
潤
逸
闘
の
作
戦

忙
し
て
成
功
せ
ん
か
、
英
図
は
、
世
界
戦
争
首
時
の
狽
逸
固
と
地
を
換
へ
て
、
敵
の
軍
門
に
降
を
乞
は
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

然
呂
場
合
に
戦
勝
澗
逸
闘
は
同
市
し
て
如
何
一
夜
る
講
和
僚
件
を
提
示
す
る
で
あ
ら
う
か
は
、
我
々
の
未
だ
窺
ひ
知
る
を
得
た
い
と
と
ろ

で
あ
る
が
、
英
国
に
と
り
て
最
悪
の
場
合
と
し
て
次
の
や
う
左
と
と
を
想
像
し
得
る
の
で
あ
る
。
即
ち
潤
逸
闘
は
講
和
僚
件
の
一
部

と
し
て
、
英
闘
の
軍
艦
内
全
部
の
引
波
、
表
く
は
共
の
武
装
解
除
及
建
艦
の
大
制
限
、
現
在
英
闘
の
委
任
統
治
の
下
に
在
る
葎
濁
逸

調
節
植
民
地
の
還
附
、
若
干
の
英
園
植
民
地
と
と
も
に
、
地
中
海
よ
り
東
亜
に
至
る
航
路
上
に
在
る
英
領
諸
港

(
ス
ヱ

f
運
府
側
筑
ジ

プ
テ
白
如
き
は
、
伊
大
判
闘
参
戦
勝
利
の
場
合
に
は
或
は
問
図
が
取
得
す
る
で
あ
ら
う
)
帥
ち
ア
デ
ン
、
コ
ロ
ン
ポ
、
新
嘉
披
、
香
港
の
割
譲
等

を
要
求
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
濁
逸
園
が
英
闘
を
し
て
斯
か
る
大
譲
歩
を
備
さ
し
む
る
と
と
に
成
功
す
る
暁
に
は
、
英

閣
は
海
軍
固
と
し
て
の
存
在
を
殆
ん

E
全
〈
政
失
す
る
と
同
時
に
、
恐
ら
〈
、
恒
例
逸
闘
は
戦
後
海
軍
力
に
於
て
も
世
界
第
一
と
な
る



か
、
少
〈
と
も
、
米
閣
と
雁
行
す
る
こ
と
九
一
な
る
ば
か
り
で
友
〈
、
東
亜
進
出
の
足
場
も
出
来
る
諜
で
あ
る
か
ら
、
将
来
、
調
洛
園

は
時
間
時
の
結
果
白
圏
に
併
合
す
る
か
。
又
は
保
護
の
下
に
置
く
と
と
あ
る
べ
き
和
蘭
岡
の
所
慌
た
る
繭
印
の
侵
略
に
乗
出
す
と
と
L

な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
は
大
た
る
不
安
の
念
な
し
に
は
蘭
印
の
前
山
誌
を
翻
る
こ
と
が
出
来
友
い
。

五

我
が
政
府
の
上
掲
五
月
十
一
日
の
通
告
に
針
し
、
濁
逸
岡
政
府
は
同
月
二
十
三
日
「
五
月
十
一
日
門
前
印
に
閲
す
る
日
本
同
政
府

の
巾
入
れ
に
闘
し
て
は
猟
逸
同
政
肘
は
繭
印
問
題
に
干
興
す
る
立
息
を
有
せ
や
」
と
問
答
し
来
り
、
我
が
岡
の
一
部
に
於
て
は
満
足

の
意
を
表
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
け
れ

E
も
、
右
の
通
告
は
、
専
ら
、
今
次
の
戦
争
中
戦
耐
が
蘭
印
に
波
及
し
、
共
の
現
欣
を
鑓
夏

す
る
や
う
左
事
態
の
帯
羽
生
を
防
止
す
る
と
と
に
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
会
〈
一
時
的
の
と
と
で
あ
り
、
戦
後
に
於
付
る
繭
印
の
現

欣
維
持
に
は
鯛
れ
て
ゐ
た
い
や
う
で
あ
る
。
然
る
と
と
ろ
、
蘭
印
の
現
枇
礎
更
が
東
斑
の
平
和
及
安
定
忙
好
ま
し
か
ら
む
影
響
を
及

ぼ
す
と
と
は
、
狽
旬
今
次
の
戦
争
中
に
限
る
認
で
は
左
い
。
我
が
政
府
は
、
職
後
に
於
て
も
戦
争
中
同
様
、
蘭
印
の
現
m
肌
師
宅
史
に
就

て
深
甚
な
る
関
心
を
有
し
、
之
を
防
止
す
る
潟
に
、
随
時
有
妓
趨
切
友
る
措
置
を
執
ら
ね
ば
な
ら
ね
と
と
は
い
ふ
迄
も
左
い
で
あ
ら

う

と
れ
は
東
亜
の
安
定
勢
力
た
る
我
が
図
。
崇
高
在
る
住
務
で
あ
ち
ね
ば
な
ら
左
い
。

例
へ
ば

相
判
逸
岡
若
〈
は
英
岡
が
賂
来

繭
印
の
現
欣
緋
持
E
畑
出
減
し
て
同
地
を
侵
略
せ
ん
と
す
る
揚
合
(
長
期
戦
忙
よ
り
て
勝
利
を
得
ざ
る
限
り
、
英
国
と
し
て
は
有
り
得

な
い
と
と
で
あ
ら
う
v

又
は
米
闘
が
他
国
の
侵
略
防
止
を
名
と
し
で
繭
印
を
占
領
せ
ん
と
す
る
と
と
あ
る
場
合
、
蘭
印
に
し
て
自
ら

之
E
防
止
す
る
力
を
有
し
な
い
在
ら
ば
、
我
が
胡
は
繭
印
忙
干
沙
し
で
も
、
侵
略
図
を
排
撃
せ
ね
ば
た
ち
た
い
。
と
れ
は
賓
に
我
が

関
防
及
経
済
的
生
存
の
潟
、
進
ん
で
は
、
東
斑
の
平
和
及
安
定
維
持
の
録
で
あ
り
、
東
亜
新
秩
序
建
設
の
鴻
に
外
た
ら
な
い
。

百
本
幽
と
蘭
領
東
印
度

第
五
十
一
巻

問
主

繁

雄

四
五



日
本
固
と
腐
領
東
印
度

第
五
十
一
巻

四
六

第

腕

四
六

惟
ふ
に
、
東
亜
新
秩
序
の
建
設
は
、
日
浦
支
三
闘
を
桓
軸
と
す
る
東
亜
諸
民
族
の
協
同
穂
組
織
を
日
的
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
今

年
四
月
、
支
那
減
法
軍
綿
司
令
部
が
派
遣
軍
賂
兵
に
告
げ
た
と
こ
ろ
も
之
と
趣
旨
を
同
ふ
し
、

「
東
斑
新
秩
序
は
日
浦
支
三
闘
の
結

合
主
中
棋
と
し
、
之
を
会
東
亜
に
設
展
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
の
庶
幾
す
る
と
こ
ろ
は
、
東
亜
の
各
岡
家
、
民
族
が

夫
々
安
住
の
庭
を
得
、
近
隣
続
時
、
互
助
協
力
し
、
以
て
東
洋
の
道
義
文
化
を
再
建
張
展
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
か
ら
、
先
づ
日

満
支
三
国
を
以
て
之
が
恭
礎
と
す
る
け
れ
左
も
、
=
一
園
以
外
の
諸
闘
が
之
に
加
入
す
る
と
と
は
回
よ
り
営
然
の
稜
展
と
し
て
期
待
す

る
」
と
と
ろ
で
あ
る
。
孫
丈
一
の
大
一
亜
細
亜
主
義
の
理
想
も
亦
誌
に
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
来
し
て
然
ら
は
、
東
亜
新
秩
序
建
設
の
窮
極

の
目
的
は
、
日
満
支
二
園
以
外
の
東
亜
諸
民
放
を
-b
白
人
諸
岡
の
帝
闘
主
義
的
搾
取
止
り
救
出
し
、
東
照
を
是
等
民
族
の
共
存
共
柴

の
築
士
た
ら
し
め
る
己
と
に
あ
九
一
ね
ば
左
ら
友
い
。
私
は
悲
に
京
国
と
い
ふ
言
葉
を
使
用
し
た
が
、
然
ら
ば
東
斑
は
同
細
亜
の
如
何

な
る
地
方
を
指
す
か
と
い
ム
に
、
之
陀
は
種
々
解
離
が
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
日
湖
支
一
ニ
図
は
勿
論
の
己
と
、
グ
イ
困
を
始
め
、
悌
領

印
度
支
那
、
マ
レ

1
半
島
、
比
律
賓
、
蘭
印
等
の
地
方
を
包
括
す
る
と
削
併
す
る
。
そ
し
て
、
我
々
日
本
岡
氏
は
、
白
人
諸
闘
が
東
亜

諸
叫
ん
族
の
少
友
か
ち
ぬ
部
分
を
支
配
し
、
之
を
搾
取
す
る
不
公
E
在
る
現
欣
を
釘
破
す
ベ
〈
、
是
等
民
族
の
自
主
猫
立
を
蒸
礎
と
す

る
東
亜
の
新
秩
序
建
設
を
目
的
と
す
る
今
吹
の
聖
戦
忙
於
て
は
、
東
亜
モ

γ

ロ
1
主
義
h
l
l「
東
亜
は
東
亜
民
族
に
」
を
旗
印
と
す
べ

き
で
あ
る
と
考
へ
る
。

然
ら
ぼ
東
亜
モ
ン
ロ
ー
宇
一
義
ん
は
何
で
あ
る
か
。
先
づ
之
に
闘
係
の
あ
る
米
図
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
に
就
て
絞
設
し
た
い
。

ー‘・，、

明
治
三
十
八
年
七
月
、
米
岡
大
統
領
ル
ー
ズ
ず
エ
ル
ト
は
、
営
時
我
が
閣
の
非
公
式
友
る
代
表
者
と
し
で
米
岡
忙
滞
在
中
の
金
子



子
霞
忙
針
し
て
、
我
山
世
間
は
日
本
モ
Y

ロ
1

主
義
を
敵
米
諸
闘
に
針
し
て
主
張
す
べ
き
と
と
を
悠
畑
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
大
統
領
日

〈

今
後
の
日
本
図
の
亜
細
亜
諸
闘
に
針
し
て
執
る
べ
き
政
策
は
、
米
闘
が
毘
米
利
加
諸
国
に
謝
し
て
執
り
来
っ
た
そ
れ
の
一
如
き
も

の
で
あ
ら
ね
ば
左
ら
な
い
。
亜
細
亜
に
於
け
る
日
本
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
結
果
は
欧
州
諸
闘
の
侵
略
的
機
還
を
排
除
し
、
日
本
閣
は

亜
細
亜
諸
民
族
の
指
導
者
た
る
己
と
を
認
め
ら
れ
、
日
本
闘
の
勢
力
は
亜
細
亜
諸
民
族
が
共
の
庇
誌
の
下
に
安
ん
じ
て
岡
家
を
建

設
L
得
る
楯
と
在
る
で
あ
ち
ろ
。

大
統
領
は
日
本
モ

y

ロ
1
主
義
の
行
は
る
べ
き
地
理
的
範
問
は
、

印
度
、

安
南
、

比
律
賓
、

香
港
及
共
他
の
欧
米
諸
国
の
植
民

地
主
除
雪
、
西
は
ス
ヱ
ズ
運
河
よ
り
東
は
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
至
石
田
細
亜
全
土
を
匂
擁
ず
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
我
が
闘
が
、
支
那

岡
シ
ヤ
ム
闘
を
始
め
亜
細
亜
諸
図
の
指
導
者
と
し
て
、
新
斑
納
班
の
建
設
に
努
力
す
べ
き
ゃ
う
、
金
子
子
慢
に
勧
誘
し
た
さ
弓
で
あ

る
。
け
れ

E
も
、
大
統
領
の
意
見
は
欧
米
諸
闘
の
柑
民
地
を
除
外
す
る
勅
に
於
て
、
我
が
岡
の
大
亜
細
亜
主
義
者
の
満
足
し
左
い
と

と
ろ
で
あ
り
、
他
の
一
方
に
於
て
は
、
目
的
庚
犬
に
過
ぎ
て
迂
遠
に
近
い
と
い
ふ
非
難
を
免
れ
な
い
で
あ
ち
ろ
。
然
る
に
上
述
す
る

と
と
ん
一
は
、
共
の
一
中
間
に
在
り
て
、
米
闘
が
モ

y

ロ
1
主
義
に
惹
い
て
、
「
車
米
利
加
は
亜
米
利
加
人
民
」
を
主
張
す
る
如
〈
、
我
が

閣
は
「
東
亜
は
東
亜
日
同
族
に
L

を
主
張
し
て
、
欧
米
の
岡
家
が
如
何
在
る
方
法
に
土
り
て
も
、
開
附
来
東
亜
に
於
て
領
土
聖
取
得
し
、

又
は
東
亜
民
族
の
岡
家
に
干
渉
す
る
と
と
を
防
止
す
る
と
と
を
、
我
が
閥
策
と
す
べ
し
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
本
来
の
モ
ン
ロ
ー
主
義

に
類
似
す
る
か
ら
、
之
を
東
亜
t
T
Y
恒

1
主
義
と
呼
ん
で
も
土
い
で
あ
ら
う
。
も
っ
と
も
.
最
た
に
於
け
る
米
闘
の
モ
ン
ロ
ー
主
義

は
帝
国
主
義
的
調
制
政
策
的
に
在
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
右
の
名
稀
を
我
が
園
の
針
東
亜
政
策
に
閲
し
て
朋
ひ
る
己
と
は
、
好
ま
し
〈
在

日
本
国
と
繭
領
東
印
度

第
五
十
一
巻

四
七

第

醜

四

七



日
本
凶
と
繭
領
実
印
度

第
五
十
一
巻

四
八、

策

強

匹I
A 

い
と
い
ム
意
見
も
あ
る
で
あ
ら
う
け
れ

E
も
、
便
宜
上
哲
ら
〈
此
の
名
稲
を
使
用
す
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
モ
ン
ロ
ー
主
義
に
よ
り
て
、
米
国
は
欧
洲
諸
圃
に
封
し
て
如
何
在
る
開
策
を
執
り
来
っ
た
で
あ
ら
う
か
。

七

千
八
百
二
十
三
年
十
二
月
二
日
米
園
大
統
領
モ
ン
ロ
ー
は
、
同
悶
議
舎
に
奥
へ
た
教
書
を
以
て
謂
ゆ
る
モ
ン
ロ
ー
主
義
主
宣
言
し

た
。
同
宣
言
に
上
り
て
、
彼
は
、
欧
洲
諸
闘
に
劃
し
て
、
第
一
忙
、
亜
米
利
加
は
共
の
獲
得
し
維
持
す
る
自
由
且
濁
立
た
る
事
情
に

よ
り
、
将
来
如
何
な
る
欧
洲
の
岡
家
も
誌
に
植
民
地
を
設
〈
べ
か
ら
ぎ
る
こ
と
、
第
二
に
、
欧
洲
諸
闘
が
米
国
の
政
治
僻
系
と
高
し

〈
異
託
り
且
南
方
諸
図

1
1一フテ
Y
百
米
利
加
諸
岡
を
い
ム
|
|
人
民
の
好
ま
ざ
る
と
と
ら
の
も
の
を
、
四
半
球
の
或
る
地
方
に
及

ぽ
さ
ん
と
す
る
計
書
は
、
米
闘
の
平
和
と
安
全
九
」
に
と
り
で
危
険
で
あ
る
E
と
且
ラ
テ
ン
亜
米
利
加
諸
闘
に
成
肢
を
加
へ
、
又
は
共

他
如
何
在
る
方
法
に
よ
り
て
も
、
共
の
運
命
を
支
配
せ
ん
が
偽
干
渉
す
る
が
如
き
は
、
米
関
に
射
す
る
非
友
詩
的
行
動
と
見
倣
さ
ピ

る
を
得
ざ
る
己
と
を
主
張
し
、
之
と
井
一
も
忙
、
米
国
は
欧
洲
に
起
れ
る
事
件
が
米
関
の
様
利
々
続
に
京
大
な
る
危
害
を
及
ぼ
さ
ピ
る

限
り
之
に
干
渉
せ
ざ
る
と
と
、
印
ち
謂
ゆ
る
不
干
渉
主
義
又
は
孤
立
主
義
を
宣
明
し
た
の
で
あ
る
。

モ
ン
ロ
ー
主
義
は
賓
は
モ

y

ロ
1
大
統
領
の
創
見
比
出
た
も
の
で
は
在
〈
、
米
闘
の
建
国
以
来
の
僻
統
的
政
策

E
E現
は
し
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
共
の
第
一
の
結
は
、
宣
言
殻
表
首
時
に
於
て
は
、
欧
洲
の
両
家
が
哩
米
利
加
に
植
民
地
を
設
〈
る
己

と
換
言
す
れ
ば
、
先
占
の
方
法
に
上
り
て
直
米
利
加
に
領
土
を
取
得
す
る
と
と
に
反
射
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
る
に
共
後
時
勢

の
推
移
に
伴
ひ
、
米
闘
の
利
保
の
要
求
す
る
と
と
ろ
と
共
の
闘
力
の
許
容
す
る
と
と
る
と
に
従
ム
て
、
問
主
義
は
漸
央
共
の
意
義
を

鏑
大
さ
れ
、

Z
A
曲
さ
れ
た
か
ら
、
千
八
百
二
十
三
年
殻
表
首
時
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
と
最
近
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
と
は
大
に
共
の
意
義
主



同
時
に
す
る
と
己
ろ
あ
る
を
認
め
ざ
る
を
得
た
い
。

前
世
紀
の
中
葉
頃
D
-
C
と
で
あ
る
が
、
英
米
同
園
の
悶
に
愛
生
し
た
謂
ゆ
る
オ
レ
ゴ
ン
問
題
に
闘
し
、
米
岡
大
統
領
ポ
ー
ク
は
、

ド
ξ

一
一
オ
ぶ

欧
訓
諸
図
は
米
闘
の
同
意
た
く
し
て
、
北
亜
米
利
加
の
如
何
た
る
地
方
に
於
て
も
植
民
地
叉
は
領
ゴ
を
設
〈
る
を
得
ざ
る
と
と
は
、

米
国
の
決
定
的
政
策
で
あ
る
と
聾
明
し
た
。
千
八
百
四
十
八
年
四
月
同
大
統
領
は
謂
ゆ
る
ユ
カ
タ
ン
問
題
に
闘
し
、
米
園
の
同
意
た

く
し
て
は
、
ラ
テ
ン
亜
米
利
加
諸
闘
は
、
共
の
飼
土
を
寅
賀
、
租
借
、
臨
明
典
等
の
方
法
に
上
り
て
、
欧
洲
O
図
案
に
移
柑
押
す
る
と
と

を
得
宇
と
宣
言
し
た
が
、
前
世
紀
末
に
長
り
、
大
統
領
ク
リ
1
ヴ
ラ

Y
F
に
よ
り
て
、
モ

y

ロ
1
主
義
は
更
に
新
な
る
意
義
が
輿
へ

ら
れ
た
。
印
ち
、
前
世
紀
初
頭
に
愛
生
し
た
る
英
同
と
南
米
の
ヴ
エ
ネ
ズ
ヱ
ラ
闘
と
の
一
聞
の
境
界
問
題
に
つ
昔
、
ク
リ
1
ヴ
ラ
ン

F

は
下
八
百
九
十
五
年
十
二
月
米
岡
議
舎
へ
教
書
を
造
り
、

或
る
欧
洲
の
岡
家
が
、
境
界
の
披
振
に
よ
り
て
、
米
図
の
附
近
に
在
呂
共
和
閣
の
一
意
思
に
反
し
領
土
を
取
得
す
れ
ば
、
共
の
範

圏
内
に
於
て
、
亜
米
利
加
に
欧
洲
の
政
治
緯
系
を
横
張
す
る
も
の
で
た
〈
て
何
で
あ
ら
う
。
と
れ
は
モ
V

ロ
ー
が
寸
吾
人
の
平
和

と
安
全
と
に
と
り
で
危
険
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
と
と
る
の
も
の
で
あ
る
。
欧
洲
の
政
治
盟
系
の
披
張
が
、
境
界
の
前
進
と
他
の

方
法
に
よ
る
と
を
問
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
主
張
し
て
、
欧
洲
の
園
出
家
が
境
界
鑓
更
の
方
法
に
よ
り
て
、
亜
米
利
加
の
園
家
よ
り
寸
土
尺
地
を
取
得
す
る
己
と
に
す
ち
反
針
し

た
の
で
あ
っ
た
。

斯
〈
の
如
〈
、
米
園
は
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
意
一
一
喪
主
漸
究
横
山
町
し
て
、
欧
洲
の
圃
家
は
亜
米
利
加
に
於
て
、
亜
米
利
加
の
園
家
よ
り

如
何
な
る
方
法
に
よ
り
て
も
領
土
主
新
に
取
得
す
る
と
と
を
得
や
と
し
、
進
ん
で
は
、
欧
洲
の
図
案
が
、
欧
洲
の
他
の
岡
家
上
り
共

日
本
闘
と
闘
領
東
印
度

第
五
十
一
巻

E耳
九

鋳

掛

四
九



日
本
闘
を
繭
領
官
爪
印
度

第
五
十
一
巻

ヨ王

O 

告書

説

ヨZ
O 

の
亜
米
利
加
に
於
て
有
す
る
領
土
主
譲
り
受
ミ
る
と
と
に
も
反
針
し
た
。
米
国
は
此
の
主
張
を
班
米
利
加
に
於
て
会
ぐ
領
土
を
有
せ

ざ
為
岡
山
需
が
新
に
領
土
主
取
得
せ
ん
と
す
る
場
合
は
勿
論
の
と
と
、
英
図
E
術
商
西
岡
、
殊
に
前
者
の
如
〈
載
に
庚
大
た
呂
領
f
を

有
じ
、
亜
米
利
加
の
図
案
と
も
見
倣
し
得
ペ
雪
岡
家
の
領

k
取
得
に
も
及
ぼ
し
て
、
之
に
反
劃
し
た
の
で
あ
っ
た
。

本
来
、
モ
ン
ロ
ー
主
義
は
、
千
八
百
一
一
十
三
年
以
後
、
欧
洲
の
岡
家
が
碩
米
利
加
に
於
で
新
忙
制
民
地
を
設
〈
る
乙
と
に
反
針
す

る
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
っ
て
、
斑
米
利
加
に
於
付
る
既
得
の
植
民
地
は
牟
賞
す
る
と
い
ム
の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
モ
ン
ロ
ー
主
義
を

徹
底
的
た
ら
し
む
る
に
は
既
成
事
貨
を
杢
〈
破
壊
し
、
車
米
利
加
よ
り
欧
洲
の
閥
出
哉
の
勢
力
を
一
掃
せ
ね
ば
た
ち
在
い
。
献
酬
酬
の
闘

家
が
亜
米
利
加
に
於
て
有
ず
る
領
土

E
、
欧
洲
の
他
の
岡
家
へ
移
輔
f
る
亡
と
忙
反
対
す
る
如
曹
は
、
荒

L
此
の
目
的
を
建
成
ず
る

の
一
の
手
段
で
あ
る
と
い
ム
ベ
昔
で
あ
ら
う
。
テ
オ
ド
ル
・
ル
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
曾
て
目
〈
、

モ
ン
ロ
ー
主
義
は
簡
単
に
云
へ
ば
、
亜
米
利
加
に
欧
州
の
勢
力
の
侵
入
す
る
を
防
止
す
る
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
。
米
闘
は

亜
米
利
加
に
未
だ
足
場
を
有
せ
ざ
る
戎
る
関
家
を
し
て
新
に
領
土
を
有
せ
し
む
る
と
と
は
出
来
社
い
。
文
慨
に
領
土
を
有
す
る
図

家
を
し
て
、
之
を
披
大
せ
し
む
る
己
と
も
出
来
-
泣
い
。
欧
州
酬
の
岡
家
が
誌
に
有
す
高
領
土
を
欧
洲
の
他
の
岡
家
に
割
譲
す
る
こ
と

が
米
関
に
不
利
で
あ
る
場
合
に
は
是
亦
許
す
と
と
が
出
来
た
い
。
買
の
愛
関
者
は
欧
州
仰
の
問
中
菰
が
葱
に
寸
土
尺
摘
を
も
布
せ
ざ
る

時
の
到
来
す
る
E
と
を
期
待
せ
ね
ば
詮
ら
な
い
。
現
在
に
於
で
は
未
だ
欧
洲
の
岡
家
を
し
て
斯
く
の
如
〈
友
ら
し
む
る
必
要
が
在

い
け
れ
ど
も
、
必
要
と
た
る
時
節
は
必
中
到
来
す
る
で
あ
ら
う
。

欧
州
の
岡
家
は
亜
米
利
加
に
棺
民
ナ
ペ
か
ら
中
の
照
則
は
上
諸
の
如
〈
、
札
パ
の
意
義
に
犬
在
る
積
一
化
を
来
し
た
の
み
友
ら
宇
、
今

日
に
於
て
は
、
共
の
針
象
売
る
は
欧
酬
の
岡
出
現
忙
限
ち
ゃ
、
我
が
闘
の
如
脅
亜
細
亜
の
関
家
を
も
包
含
す
る
と
と
h
な
っ
た
。
そ
し



て
又
、
領
土
の
取
得
は
た
〈
と
も
、
非
堕
米
利
加
の
岡
家
が
亜
米
刺
加
に
於
て
経
桝
上
延
て
政
治
上
勢
力
を
得
る
と
と
に
も
、
米
園

は
モ
ン
ロ
ー
主
義
陀
操
り
て
反
針
す
る
の
で
あ
る
。

J¥ 

要
す
る
に
、
米
凶
が
「
毘
米
利
加
は
亜
米
利
加
入
忙
」
主
張
す
る
の
に
針
し
、
我
図
は
っ
東
亜
は
東
亜
民
族
に
」
を
主
張
し
、
相

互
に
不
十
渉
の
方
針
を
堅
持
す
る
こ
と
は
、
東
亜
日
止
で
は
世
外
の
平
和
確
立
に
貢
献
す
る
所
以
で
あ
る
か
ら
、
米
国
は
、
理
論
上
之

比
異
議
を
抑
み
難
い
で
あ
ら
う
。
況
ん
や
、
今
後
欧
洲
戦
争
の
成
り
行
吹
第
で
、
米
闘
は
或
は
、
参
戦
す
る
の
巳
む
泣
き
に
至
る
こ

と
が
あ
る
で
あ
ら
う
し
、
さ
も
左
〈
と
も
、
布
肢
に
在
り
て
我
が
海
軍
を
牽
制
し
つ
k

あ
っ
た
共
の
太
平
押
紙
隊
を
太
閤
洋
方
面
に

移
動
せ
し
め
て
、
東
亜
方
面
に
於
け
る
威
力
を
手
滞
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ゃ
う
左
こ
と
に
一
な
れ
ば
、
我
園
の
東
亜
モ
ン
ロ
ー
主
義
に
正

阿
か
ら
反
扮
す
る
が
如
き
は
不
可
能
事
と
い
は
ね
ば
た
ち
な
い
。

最
近
の
除
訓
戦
局
の
推
移
に
徴
す
れ
ば
、
或
は
久
し
か
ら
宇
し
て
鈎
逸
閣
の
軍
門
に
降
を
乞
は
心
ば
た
ら
ぬ
己
と
L
詮
り
さ
う
た

英
仰
附
閥
殊
に
後
者
は
、
現
在
陀
於
て
は
勿
論
の
と
と
、
戦
後
永
ら

4
我
闘
の
主
張
に
楯
突
く
己
止
が
同
市
市
な
い
で
あ
ら
う
。
相
判
品
埴

闘
も
、
少
在
〈
と
も
、
戦
後
哲
〈
は
、
東
硬
に
進
撃
し
て
侵
略
を
行
ム
徐
力
を
持
合
せ
な
い
で
あ
一
ら
う
。
国
際
情
勢
は
、
我
闘
が
東

亜
の
平
和
及
安
定
の
維
持
の
潟
に
、
大
勝
た
る
主
張
を
鴻
す
こ
と
を
許
す
と
見
交
け
ら
れ
る
。
従
て
、
我
が
聞
は
今
次
の
戦
争
巾
戟

繭
が
繭
印
に
及
ぶ
と
と
を
防
止
し
、
共
の
現
欣
維
持
の
隼
重
一
を
求
め
る
と
い
ム
ゃ
う
友
一
時
的
微
地
的
の
こ
と
で
な
く
、
今
後
欧
米

諸
闘
が
東
亜
に
於
で
新
に
植
民
地
を
取
得

f
る
を
承
認
せ
ざ
る
は
勿
論
の
之
と
、
赴
持
寸
諸
閣
の
聞
に
於
て
東
亜
に
在
る
植
民
地
の
移

特
譲
渡
を
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
と
を
と
股
痛
に
宣
一
三
口
し
、
結
局
是
等
植
民
品
川
が
白
人
-
闘
の
支
配
よ

h
離
脱
し
て
、

「
東
亜
は
東
亜
民
族

日
本
因
企
樹
領
東
印
度

第
五
十
一
巻

互E

告存

競

五



日
本
国
と
鴎
ぽ

J

東
叩
嵐

情
五
十
一
巻

五

務

規

Z五

に
」
を
寅
現
ず
る
の
目
。
遠
か
ら
宇
到
来
す
る
や
う
努
力
せ
ね
ば
た
ら
な
い
。
或
は
日
は
ん
。
斯
か
る
主
張
を
矯
せ
ば
、
濁
逸
図
叉

は
米
岡
が
和
蘭
凶
よ
り
繭
印
を
取
得
せ
ん
と
し
、
或
は
調
進
函
が
英
働
制
固
に
封
し
て
香
港
新
嘉
技
悌
領
印
度
支
那
等
の
制
譲
を
求

む
る
が
如
き
揚
合
に
、
我
園
は
起
っ
て
之
を
阻
止
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
斯
〈
で
は
、
我
闘
は
蘭
英
仰
諸
闘
の
鴻
に
番
犬
た
る

役
割
を
前
十
る
陀
過
ぎ
な
い
こ
と
陀
な
る
せ
は
な
い
か
と
。

け
れ
ど
も
、
是
等
諸
闘
が
東
亜
を
去
り
‘
術
品
祖
国
中
米
闘
が
之
に
代
っ
て
進
出
す
る
己
と
を
許
す
こ
と
は
、
我
間
を
始
め
東
亜
諸

民
族
陀
ど
り
て
、
前
門
の
虎
を
逐
ム
て
後
門
に
狼
を
迎
へ
る
以
上
に
危
険
が
多
い
。
後
者
の
侵
略
を
阻
止
し
、
束
亜
諸
民
族
の
共
同

利
徒
を
擁
議
す
る
潟
に
は
、
是
等
諸
闘
の
植
民
地
に
謝
し
て
有
奴
趨
切
な
る
措
置
を
執
ら
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
も
超
る
で
あ
ら
う

し
、
東
大
た
右
負
播
を
売
れ
な
い
に
は
相
違
な
い
が
、

E
れ
は
寅
に
戎
岡
自
身
の
矯
で
あ
り
、

東
高
の
平
和
安
定
維
持
の
矯
で
あ

る。

一
旦
東
亜
白
新
秩
序
建
設
の
指
導
者
と
し
て
乗
出
し
た
以
上
、
己
れ
位
の
負
権
は
受
慌
の
前
で
な
け
ら
ね
ば
友
ら
な
い
。
然
る

に
、
東
亜
新
秩
序
建
設
の
大
事
業
に
伴
ム
責
任
の
車
大
な
る
に
蹄
易
し
、

外
園
の
番
犬
た
る
を
屑
し
と
し
た
い
と
い
ふ
旦
貨
の
下

に
、
之
を
岡
越
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
以
て
の
外
の
と
と
で
あ
る
。
東
班
永
遠
の
平
和
及
安
定
維
持
の
錦
、
欧
米
諸
闘
に
針
し
て
以

上
の
意
味
に
於
け
る
新
聞
策
を
宣
一
首
す
る
と
と
は
、
世
界
的
に
新
秩
序
が
建
設
せ
ら
れ
ん
と
す
る
今
日
が
絶
好
の
機
舎
で
あ
る
に
も

拘
は
ら
や
、
我
が
政
府
が
蘭
印
の
現
mm維
持
に
闘
し
て
、
列
闘
に
掛
し
、
微
調
叫
的
た
る
上
掲
巾
λ
れ
を
鴻
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
己
と

は
遺
憾
千
寓
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
戦
争
末
ま
で
に
は
更
に
第
一
一
の
機
舎
が
あ
り
さ
号
に
息
は
れ
る
が
、
不
幸
に
し
て
、
又
も
や
来

る
べ
き
機
曾
を
逸
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
悔
を
千
歳
に
胎
ず
で
あ
ら
う
。




